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イチョウの木の大部分の葉が黄色に変わった最初の日を黄
おう

葉
よう

日
び

とい 
います。一花さんと啓太さんは、黄葉日が以前と比べるとだんだん遅 
くなってきている傾向にあることをニュースで知り、二人が住む地域 
も同じ傾向にあるのかが気になりました。そこで、二人が住む地域の 
黄葉日を調べたところ、１９６１年から２０２０年までの６０年分の記録が 
ありました。
二人は、黄葉日の傾向を調べるために、各年の黄葉日を９月３０日か 

らの経過日数で表すことにしました。このとき、経過日数は１０月１日 
が１日となり、１０月３１日は３１日、１１月１日は３２日となります。
そして、二人は次のような表にまとめました。

各年の黄葉日

年 黄葉日 経過日数（日）

１９６１ １０月２３日 ２３

１９６２ １１月１０日 ４１

１９６３ １１月１０日 ４１

１９６４ １１月１３日 ４４

１９６５ １１月１２日 ４３

…
…

…
…

…
…

２０１９ １２月１０日 ７１

２０２０ １２月　４日 ６５

二人は、上の表を見て、経過日数が年によって大きくなったり小さ 
くなったりしていることに気づきました。そこで、６０年分の経過日数 
を何年かごとのまとまりで分けて箱ひげ図で表し、それぞれの分布の 
傾向を比較することにしました。
次のページの黄葉日までの経過日数の分布は、１５年ごとのまとまり

として１９６１年～１９７５年、１９７６年～１９９０年、１９９１年～２００５年、 
２００６年～２０２０年の４つに分けてまとめたものです。

７
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黄葉日までの経過日数の分布

１９６１年～
１９７５年

１９７６年～
１９９０年

１９９１年～
２００５年

２００６年～
２０２０年

１５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ６５ ７０ ７５ ８０（日）

経過日数（日）

最小値
第１

四分位数
中央値

第３
四分位数

最大値

１９６１年～
１９７５年　

２３ ３４ ４１ ４４ ５１

１９７６年～
１９９０年　

３６ ４６ ４８ ５１ ６１

１９９１年～
２００５年　

４５ ４９ ５３ ６２ ７２

２００６年～
２０２０年　

４６ ６３ ６４ ６８ ７１

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）１９６１年～１９７５年の四分位範囲を求めなさい。
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（２）二人は、前ページの箱ひげ図を見て、話し合っています。

一花さん「 ４つの箱ひげ図を見ると、黄葉日はだんだん遅く
なっている傾向がありそうだね。」

啓太さん「 でも、１９９１年～２００５年と２００６年～２０２０年の箱
ひげ図は、右端と左端が同じくらいの位置にあるよ。
遅くなっているといえるのかな。」

一花さん「 確かに箱ひげ図の右端と左端についてはそうだけど、
箱に着目すれば、２００６年～２０２０年の黄葉日は、 
１９９１年～２００５年の黄葉日より遅くなっている傾向
にあるといえるのではないかな。」

前ページの箱ひげ図を見ると、一花さんのように「２００６年～ 
２０２０年の黄葉日は、１９９１年～２００５年の黄葉日より遅くなっている 
傾向にある」と主張することができます。そのように主張することが 
できる理由を、１９９１年～２００５年と２００６年～２０２０年の２つの箱ひ
げ図の箱に着目して説明しなさい。


